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シリーズ地域に学ぶ子どもだち・・・②

大町公民館では包月第2土曜日に¥小学生を集めてお

茶の作法を教えています。 4月20日には花見会を催しま

し芝。 地域の小学生らは¥会場に生けられ疋桜を囲ん

で¥友達や先輩ガ点てるお茶を¥楽しそうに飲んでいま

しだ。



議員きまる

沢 崎 義 敬 古金

4月21日に行われだ選挙により、これから4年間の

市政をになう市長、市議会議員がきまりました。

市長は無競争で、市議会議員の当選者は次のとおり

です。

-平成8年5月1日現在、写真は左から立候補届け出順(敬称略)

。

広 朝野彰ニ 中田 尚 浜谷佐久三
49歳自由民主党・現 51歳社会民主党・現 52歳無所属・現 50歳日本共産党・現 70歳自由民主党・現

平沢自営業 北鬼江団体役員 本新町会社員 上口政党役員 大 光 寺 市議

浜 多 弘 之 経沢忠勝 奥村利夫 綾坂昭弘 竹内 進
64歳自由民主党・現 51歳自由民主党・現 60歳無所属・新 63歳自由民主党・現 52歳公 明・現

中央通り米穀商 経田中町製館業 宮津農業 上 村 木 農 業 仏国政党役 員

朝野 幹子 野崎策吉
48歳日本共産党・現 66歳自由民主党・現

東町政党役員 出農業

a 

〈当日有権者数〉

37，986人
男 17，938人
女 20，048人

〈投 票 率〉

81.06 % 
男 78.16%
女 83.66%



4年間の市政をになう

市長、市議会

石川精ニ
68歳無所属・現

上村木市長

「

E

貝
J

一
議
一

一
会
A

一

一
議
一

一
市
)

菊池達慶 窪 田 信夫
59歳自由民主党・現 68歳自由民主党・現

浜経団会社役員 大海寺新農業

吉崎源太郎 稗苗清吉 田中光幸 越川 弥 生 山本弘吉
52歳自由民主党・現 52歳自由民主党・現 55歳無所属・現 65歳自由民主党・現 48歳無所属・新

上野農業 稗畠会社役員 本江団体役員 文化町市議 蛇回会社役員

清河 貢 清水修三 七沢秋政 山崎昌弘 野 沢 幸昭
62歳社会民主党・現 53歳自由民主党・現 58歳社会民主党・現 43歳無所属・新 57歳自由民主党・現

下村木町市議 友道会社役員 青島会社員 出会社役員 三 ケ 製 粉業

a 



イ市建都700

訪
問
を
終
え
て

団
長
魚
津
市
長

石

川

精

「
魚
津
市
民
友
好
親
善
の
翼
」
は
、
3
月
初

日
か
ら
幻
日
ま
で
友
好
親
善
都
市
の
タ
イ
王

国

・
チ
ェ
ン
マ
イ
市
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

市
内
の
は
山
の
団
体
の
代
表
と
魚
津
せ
り
込

み
蝶
六
保
存
会
の
会
員
な
ど
訪
問
団
ぬ
名
は
、

サ
コ
ン

・
カ
ラ
ン
タ
カ
ス
ワ
ン
新
市
長
や
チ

ェ
ン
マ
イ
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
熱
烈
な
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
の
主
な
目
的
は
、
チ
ェ
ン
マ

イ
市
の
建
都

7
0
0
年
の
お
祝
い
と
岡
市
か

ら
魚
津
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
「
タ
イ
風
あ
ず
ま

や
」
へ
の
お
礼
で
し
た
。

訪
問
団
は
返
礼
と
し
て
屋
外
時
計
2
基
を

贈
呈
し
た
の
を
は
じ
め
、
市
役
所
表
敬
、
市

内
施
設
の
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

交
流
会
で
は
、
お
互
い
の
伝
統
的
踊
り
を
踊

り
合
う
な
ど
、
言
葉
の
壁
を
越
え
た
心
暖
ま

る
交
わ
り
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
初
め
て
の
海
外
公
演
と
な
っ
た
せ

り
込
み
蝶
六
は
、
タ
イ
王
室
を
は
じ
め
チ
ェ

ン
マ
イ
市
民
に
「
友
好
親
善
都
市
魚
津
市
」

を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
の

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
両
市
の
友
情
が
さ
ら
に
大
き
く
育
っ
て

い
く
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

団
員
名

浜

谷

佐

久

三

高

村

園

雄

小

西

清

山

田

夏

子

山

本

洋

子

浦

本

和

明

演

多

寛

鎌

田

英

稔

山

林

和

光

広

浜

茂

貞

野
津
義
晴

伊

東

ハ

ル

エ

石

川

勝

康

浜

多

等

大

筒

茂

雄

美
谷
文
博

早
川
佐
和
重

魚
津
せ
り
込
み
蝶
六
保
存
会
げ
名
ほ
か
随
行
4
名

3月23日出

出 発式

大きな期待と小さな不

安を胸に出発、 21日、

夕方、チェンマイ着。

祝賀記念品贈呈

サコン市長へ建都700

年のお祝し 1の屋外時計

のプレートを贈呈。

ブ之 :-:b: .6、
Lムι 1)1[， コミ

盆踊りを楽しむサコン

市長。訪問団員はタイ

の民族舞踊に興じた。

メオ族訪問

山岳少数民族のメオ族

の村を訪問。子供たち

が民族衣装でお出迎え。

a 



せ
り
込
み
蝶
六

-m
チ
ェ
ン
マ
イ

魚

津

せ

り

込

み

蝶

六

保

存

会

会

長

先

名

進

は
じ
め
て
の
海
外
公
演
に
、
期
待
と
不
安

を
感
じ
な
が
ら
魚
津
を
出
発
し
ま
し
た
。

3
月
幻
日
は
チ
ェ
ン
マ
イ
市
役
所
を
表
敬

訪
問
し
、
昼
食
会
で
は
、
サ
コ
ン
市
長
さ
ん

た
ち
に
法
被
を
着
せ
一
緒
に
盆
踊
り
を
し
ま

し
た
。
タ
イ
の
民
俗
芸
能
や
古
典
舞
踊
の
見

学
で
は
、
身
の
こ
な
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
手

の
動
き
に
感
心
す
る
と
と
も
に
仏
教
を
重
ん

じ
る
土
地
柄
を
戚
い
じ
ま
し
た
。

3
月

μ
日
は
い
よ
い
よ
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
。

王
妃
の
前
で
、
精
一
杯
、
蝶
六
を
唄
い
踊
り

ま
し
た
。
王
妃
を
お
見
送
り
し
た
時
、
げ
名

の
会
員
全
員
に
握
手
を
求
め
ら
れ
「
ベ
リ

l

ナ
イ
ス
」
と
言
わ
れ
感
激
。
参
加
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

肌
で
感
じ
た
チ
ェ
ン
マ
イ

魚
津
市
連
合
婦
人
会
副
会
長

夏

子

チ
ェ
ン
マ
イ
空
港
に
着
い
た
の
は
午
後
6

時
初
分
と
遅
い
時
間
で
し
た
が
、
心
暖
ま
る

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
市
役
所
や
セ
ラ
ミ

ッ
ク
社
な
ど

を
表
敬
訪
問
。
昼
食
会
で
は
チ
ェ
ン
マ
イ
市
民

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
事
前
研
修
で
習
っ

た

タ
イ
語
は
思
う
よ
う
に
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
こ
は
同
じ
ア
ジ
ア
に
生
き
る
民
族
。

身
振
り
手
振
り
で
、
言
葉
は
な
く
と
も
肌
で

感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
マ
イ
は
想
像
よ
り
も
道
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
タ
イ
の
食
、
生
活
、
文
化
を
目
で

見
、
肌
で
触
れ
、
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
で

き
感
謝
し
ま
す
。

山
田

魚
津
市
か
ら
贈
呈
し
た
太
陽
電
池
式
屋
外

時
計
と
、
贈
呈
式
で
テ

l
プ
カ
ッ
ト
す
る

4
両
市
の
市
長
と
議
長

炉

3
月

m日
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト

シ
リ
キ
ッ
ト
王
妃
の
前
で
踊
る

せ
り
込
み
蝶
六
保
存
会
の
皆
さ
ん

主口

国際ソロプチミスト富山一東の辻

口佳校会長など会員11名が 3月20日

から26日までチェンマイを訪問。

建都700年記念植樹祭に参加し、

チークとユーカリの苗木を植樹しま

した。また、病気治療のための資金

援助や洗足学園の学生が集めた古着

ダンボール10箱分の寄贈を行いまし

fこ。

親

もうひとつの

女子友

27 26 
日日

バ
ン
コ
ク

夕
方
魚
津
市
着

象キャンプ

象タクシーの乗り心地

は「そこのけそこのけ

私は通る」という感じ。

チェリー・ルワン寺院

高さ約90メートル。

チェンマイで最も高い

お寺。今も僧侶が修行。

a 



ゴ
ミ
も
ス
リ
ム
に

4
、0
5
2ト
ン

ス
マ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た

ゴ
ミ
指
定
袋
制

・
資
源
物
回
収

の
実
施
か
ら

1
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

も
や
せ
る
ゴ
ミ
は

3
、
3
6
5
ト
ン

(前
年
度
比

2
2
・
0
2
%
)
減
量

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
去

叩
年
間
で
最
も
少
な
く
な

っ
て
い

ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
、
簡
易
焼
却

炉
な
ど
の
自
家
処
理
器
の
普
及
、

ま
た
町
内
会
や
婦
人
会
な
ど
の
団

体
で
実
泊
し
て
い
る
資
源
回
収
が

主
な
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
も
や
せ
な
い
ゴ
ミ
は
、

前
年
度
比
で
は
減

っ
て
い
ま
す
が

過
去
叩
年
間
で
は

2
番
目
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
減
量

で
き
る
の
で
は
・・・・・・
使
い
捨
て

の
も
の
は
な
る
べ
く
買
わ
ず
、
再

利
用
で
き
る
も
の
は
、
資
源
物
と

し
て
排
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
指
定
袋
等
に
町
内
会
名

の
書
か
れ
て
い
な
い
ゴ
ミ
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
自
分
の
ゴ
ミ
に

責
任
を
持
ち
、
他
地
区
か
ら
の
投

棄
を
防
ぐ
た
め
に
必
ず
町
内
会
名

を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

資
源
ゴ
ミ
は

ま
た
、
資
源
物

(
ビ
ン

・
ス
チ

ー
ル
缶
)
の
回
収
量
は
、
ビ
ン
が

1
6
3
・
8
ト
ン

、
ス
チ
ー
ル
缶

が
5
7
・
8
ト
ン
と
な

っ
て
い
ま

す
。月

別
の
回
収
量
を
見
る
と
、
ピ

ー
ク
は

8
月
で
す
が
、
冬
の
回
収

量
は
か
な
り
少
な
く
な

っ
て
い
ま

す
。
天
候
や
水
洗
い
す
る
の
が
冷

た
い
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま

す
。集

積
場
を
見
て
み
る
と
、
ま
だ

ま
だ

『
も
や
せ
な
い
ゴ
ミ
』
と
し

て
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

こ
れ
ら
が
す
べ
て
資
源
物
と

し
て
回
収
さ
れ
た
ら
、
ど
の
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
も
や
せ
な

い
ゴ
ミ
が
減
り
、
ま
た
資
源
物
と

し
て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

収
集
日
が
月

1
回
し
か
な
い
、

収
集
場
所
が
遠
い
な
ど
の
問
題
は

あ
り
ま
す
が

『拾
て
れ
ば
ゴ
、
、
¥

活
か
せ
ば
資
源
』
一

人
ひ
と
り
が

自
覚
を
持
ち
、
み
ん
な
で
ゴ
ミ
減

量
、
資
源
の
再
利
用
を
指
し
ま

ー
し
ト
品
、
つ
ノ
。命

市
川
崎
;

町
内
会
や
婦
人
会
な
ど
の
資
源

回
収
団
体
の
皆
さ
ん
が
回
収
し
た

資
源
物
が

1
、
0
2
7
ト
ン

(前
年

度
比
2
7
9
ト
ン
増
)
と
な
り
ま

最近のゴミ処理量

15，281 
14.318 

〈もやせるゴミ 〉

14.494 (トン¥14，088 

すし
た

内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で

補
助
対
象
の
拡
大

l
集
積
場
の
設
置
補
助

1

従
来
よ
り
ゴ
ミ
集
積
場
を
設
置

し
た
場
合
、
設
置
に
要
し
た
費
用

の
火
u(
5

0
、
0
0
0
円
が
上
限
)

を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま

す
。
平
成

8
年
度
か
ら
は
、
さ
ら

に
、
資
源
物
回
収
箱
な
ど
の
保
管

に
必
要
な
道
具
な
ど
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

祝
日
に
は
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
で
グ

4
月
1
日
よ
り
、
新
し
い
日
程

で
収
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ

れ
に
と
も
な
い

、
も
や
せ
る
ゴ
ミ

の
祝
日
収
集
と
、
も
や
せ
な
い
ゴ

ミ
の
祝
日
の
翌
日
の
代
替
え
収
集

が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
、

ゴ
ミ
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み

・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

の
問
合
せ
は

市
民
生
活
課
ク
リ
ー
ン
係

a
n
i
l
0
4
8
 

祝
日
は

J
1ゴ
ミ
o
デ
ー

(年度)7 6 

3，614 

5 

〈もやせないゴミ〉

4 3 

a 

(年度)

新聞紙

雑誌
夕、ンボール

アルミ 缶

布

牛乳パック

7 

‘資源回収登録団体の回収量砂

491.6単位:トン

312.1 
152.7 
19.0 
49.5 
2.1 

6 R
U
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み
ん
な
の
園
保

国

保

は

み
な
さ
ん
の
も
の

を
送
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
で
国

保
を
大
切
に
守
り
育
て
て
い
き
ま

l
v
ょ、っ
。

病
気
や
ケ
ガ
は
い
つ
わ
た
し
た

ち
に
襲
い
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
、
お
金
が
な
く
て

医
者
に
か
か
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ
て

お
金
を
出
し
合
い

、
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
と
き
の
医
療
費
に
あ
て
よ

う
と
、
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
る
制
度
が
、
国
民
健
康

保
険
で
す
。

健
康
で
豊
か
な
、

国
保
税
と
は

な
に
か

国
保
に
加
入
す
る
と
、
保
険
税

を
納
め
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。
納

め
ら
れ
た
保
険
税
は
、
固
な
ど
の

補
助
金
と
合
わ
せ
て
、
み
な
さ
ん

が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医

療
費
を
は
じ
め
、
出
産
育
児

一
時

金

・
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
の
費
用

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
保
険
税
は
国
保

を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な

財
源
な
の
で
す
。

明
る
い
生
活

ft23-1012 

保険料は、 20歳から60歳になるまでの40年間納めます。
国民年金は、日本に住む20歳以上60歳未満のすべての人が加入しなければなりません。すべて

の国民に共通の「基礎年金」を給付することを目的とし、その費用を、国民年金の被保険者全体

で公平に負担する制度だからです。

したがって、自営業の方はもちろん、会社員(厚生年金、共済年金等に加入すると同時に国民

年金にも加入する)や学生も被保険者となります。国民年金は、老齢、障害、遺族などに対して

年金が給付され、わたしたちの生活にゆとりと安心をもたらしてくれる制度です。

・・・保険料か納められないときは、免除制度かありますのでご相談ください。

市保険年金課国民年金係炉問合せ先

〈学生の免除基準〉

学生は、一般的に収入がないことから、保険料

は、親が納める場合がほとんどで、そのため、

親の負担が大きくなる問題を防ぐために、男Ijの

免除基準があります。

法定免除→該当届を出せば免除されます。

①生活保護法による生活扶助を受けている人

②基礎年金または被用者年金の障害年金(1 

級 .2級)を受けている人

この状態が続く問、免除されます。

(参考)平成7年度免除基準

免除の対象となる収入の目安 さらに...

申請免除→申請書を出して免除の承認を受けます。

①収入の少ない人や病気やケガなどで経済的

に困難な人

② 災害などで保険料を納 めるのが困難な特別

の事情がある人

③学生であり親元に扶養されている人で親元

の収入が一定基準以下の人

。国公立学生 l人明につき

(同居)60万円増

(別居)125万円増

ト¥同 居 531J 居

国公立 665万円 730万円

私立 760万円 825万円
。私立学生 l人柄につき

(同居)155万円用

(別居)220万円増〈夫婦と子2人(内1人学生)

のサラリーマン世帯〉

免除される期間は、申請した年度に限りますので、

引き続き免除を希望するときは、毎年申請が必要

です。

a 



地
方

大
綱
作
成
ま
で
の
流
れ

平
成
7
年
日
月

担
当
課
で
モ
デ
ル
案
作
成

平
成
7
年
日
月

魚
津
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

を
設
置
(
市
の
内
部
組
織
委

員
長
成
瀬
弘
生
助
役
)

平
成
7
年
ロ
月

委
員
会
で
審
議
、
素
案
作
成

平
成

8
年
1
月

魚
津
市
行
政
改
革
推
進
協
議
会

で
審
議
(
市
内
の

8
団
体
の
代

表
と
助
役
、
市
総
務
部
長
で
構

成

座

長

伊

藤

甚

宰

氏

)

平
成

5
年
設
置
済

平
成

8
年
2
月
1

3
月

大
綱
作
成

・
議
会
報
告

町'-D

...， 
~~~
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V D I町

一-ilillI 

高
齢
化
、
情
報
化
、
匡
際
化
社
会
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市

さ
ん
の
要
望
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
の
時
代
も
や
っ
て
来
て
お
り
、
市
の
行
政
処
理

能
力
、
職
員
の
資
質
向
上
が
関
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
し
、
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
築
く

た
め
に
、
市
で
は
「
魚
津
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

行
政
改
革
大
綱
は
、
次
の

4
つ

の
基
本
的
な
考
え
方
か
ら
成
っ
て

い
ま
す
。

①
市
民
が
主
役
と
な
る
行
政
の

展
開

②
総
合
的
、
広
域
的
な
行
政
の

推
進

③
活
力
あ
る
行
政
の
推
進

④
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
の
推

進
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
大

綱
で
は
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

ー
、
組
織
機
構
の
見
直
し

本
庁
、
出
先
機
関
を
は
じ
め
、

公
社
な
ど
の
外
郭
団
体
に
つ
い
て

の
皆

も
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

2
、
人
材
の
育
成
と
確
保
な
ど

時
代
の
流
れ
に
対
応
で
き
る
職

員
づ
く
り
や
福
祉

・
土
木
な
ど
の

専
門
職
員
の
確
保
、
女
性
職
員
の

登
用
に
努
め
ま
す
。

3
、
適
正
な
人
事
管
理
の
推
進

定
員
の
管
理
に
当
た
っ
て
は
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
機
構

の
簡
素
合
理
化
、
O
A
化
等
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

3
月
議
会
で
は
、
職
員
定
数
を

5
4
4
人
か
ら
5
2
1
人
に
改
正

し
ま
し
た
。

4
、
事
務
事
業
の
見
直
し

川
事
務
事
業
の
坐
理
合
理
化

ω民
問
委
託
の
推
進

学校体育施設

夜闇開政

市
内
各
小

・
中

学
校
等
の
体
育
施

設
を
夜
間
開
放
し

て
い
ま
す
。

次
の
各
施
設
主

任
に
お
問
合
せ
の

う
え
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
放
施
設
名

大

町

小

体

育

館

大

町

小

グ

ラ

ン

ド

村

木

小

体

育

館

住

吉

小

体

育

館

上

中

島

小
体
育
館

上
中
島
小
グ
ラ
ン
ド

松

倉

小

体

育

館

坪

野

小

体

育

館

上

野

方

小

体

育

館

本

江

小

体

育

館

片

貝

小

体

育

館

吉

島

小

体

育

館

天

神

小

跡

体

育

館

道

下

小

体

育

館

経

団

小

体

育

館

西

布

施

小

体

育

館

西

部

中

体

育

館

西
部
中
、
グ
ラ
ン
ド

東

部

中

体

育

館

東

部

中

グ

ラ

ン

ド

氏

名

窪福二小坂 野河中石平羽広島大窪 川 梅 大 吉 上

田沢川松本沢上回塚野根田沢崎田崎原城川里

恵欣 正 典 辰 信 輝 利 泰 幸 芳 則敏 敏健 三隆
子吉博昇子 則一男夫正時憲行治隆 行 治 護 雄 浩

フレッシュテニスを楽しむ人たち

電
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ω補
助
金
等
の
整
理
合
理
化、

手
続
き
の
簡
素
化

凶
公
共
施
設
の
効
率
的
、
効
果

的
な
管
理
運
営

5
、
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保

各
種
施
策
の
優
先
順
位
に
つ
い

て
厳
し
い
選
択
を
行
い
、
財
源
の

重
点
的
か
つ
効
率
的
配
分
、
経
費

の
節
減
に
努
め
ま
す
。

6
、
行
政
へ
の
市
民
の
参
加
機
会

の
拡
充

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
を
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
方
法
や
、

審
議
会
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
ま
す
。

審
議
会
の
委
員
に
つ
い
て
も
青

年

・
女
性
を
増
や
し
ま
す
。

ま
た
、
広
報
活
動
を
充
実
す
る

な
ど
広
く
行
政
情
報
を
発
信
し
て

4月18日
今年はじめての

火災警報
発令

い
き
ま
す
。

7
、
行
政
の
公
正
の
確
保
と
透
明

性
の
向
上

行
政
手
続
制
度
の
適
正
な
運
用

や
情
報
公
開
制
度
、
個
人
情
報
保

護
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま

す
。

8
、
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
、
規

制
緩
和
の
推
進

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

提
出
書
類
な
ど
の
簡
素
化
、

事
務

処
理
期
聞
の
短
縮
を
進
め
ま
す
。

市
独
自
の
許
認
可
等
の
規
制
に

つ
い
て
も
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

9
、
行
政
の
情
報
化
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
の
計
画
的
な
推
進

問
、
広
域
行
政
の
推
進

4月18日、午後 2時に今年初めて

の火災警報が発令されました。

最高風速22mの風が吹き、空気も

非常に乾燥していました。

幸い、火災は起きませんでしたが

4月、 5月は 1年間でも火災の多い

季節です。

火気には十分注意してください。

大
綱
を
空
文
と
し
な
い
た
め
に

行
政
改
革
を
着
実
に
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
大
綱
で
は
、
市
の

内
部
機
関
で
あ
る
「
行
政
改
革
推

進
委
員
会
」
に
お
い
て
、
毎
年
度

行
政
改
革

の
実
績
評
価
及
び
今
後

の
具
体
的
取
組
み
内
容
な
ど
の
検

討
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
代
表
者
な
ど
で

構
成
す
る
「
行
政
改
革
推
進
協
議

会
」

へ
報
告
し
意
見
を
聞
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

行
政
改
革
大
綱
へ
の

お
問
合
せ

・
ご
提
言
は

市
総
務
課
行
政
係

公
お

|
1
0
1
9

へ
お
願
い
し
ま
す
。

@ 

信
丹

5
月
紅
白
閃

1
7
月

9
日
閃

午
後

4
時
初
分

1
5
時

ω分

対

象

お
メ
ー
ト
ル
泳
げ
な
い

小
学
生

ω名
(
申
込
み
順
)

受

講

料

3
、
5
0
0
円
(
保
険
料
込
、
入
館
料
別
)

場

所

市
総
合
体
育
館
室
内
温
水
プ
ー
ル

申
込
受
付

5
月
日
日
(
土
)
か
ら

申
込
み
・
問
合
せ
先

市
総
合
体
育
館

毎
週
火

・
金
曜
日
(
日
回

窓
辺

1
1
2
6
3

5
月
刊
日
働

対

象

小
学

5
年
生
j
高
校
3
年
生

受

講

料

4
、
0
0
0
円

場

所

市
総
合
体
育
館
横
市
民
弓
道
場

※
入
会
希
望
の
方
は
、

5
月
刊
日
午
後

7
時
ま
で
に
道
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
弓
道
協
会

a 

毎
週
火

・
金
曜
日

午
後

7
時

1
8
時
ぬ
分

)11 

上

8
2
1
0
9
8
3
 

ー
魚
津
市
と
上
市
町
と
の
境
界
に
あ
る
山
で
す

実

施

日

5
月
ロ
日
(
日
)

午
前
6
時
市
役
所
集
合

参

加

費

1
、
0
0
0
円
(
交
通
費
、
保
険
料
込
み

)

定

員

初
名

(
5
月

7
日
ま
で
受
付
)

申
込
み
・
問
合
せ
先

ハ
イ
キ
ン
グ
こ
ぶ
し
の
会

加
藤

2
2
1
7
8
1
4
(
午
後

7
時
j
9
時
)
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建物の新築・増改築計画のある方は、必す、ご、確認下さい。
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都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
改
正
に

よ
る
新
用
途
地
域
制
度
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準
法
で
は
、
私
た
ち
の

ま
ち
を
よ
り
住
み
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
建
築
物

の
用
途
、
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
、
高
さ
の
規
制
や
誘
導

を
図
る
制
度
、
か
あ
り
、
こ
れ
を
用
途
地
域
制
度
と
い
い

ま
す
。用

途
地
域
制
度
は
、
た
と
え
ば
住
宅
密
集
地
に
は
工

場
の
用
途
の
業
務
は
で
き
な
い
な
ど
の
規
制
を
行
い
、

快
適
な
市
街
地
環
境
を
整
備
し
て
、
住
環
境
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
平
成

4
年
の
法
改
正
に
よ
り

見
直
し
が
行
わ
れ
、
従
来
定
め
ら
れ
て
い
た
用
途
地
域

を
、
新
用
途
地
域
に
指
定
替
え
を
す
る
都
市
計
画
が
、

5
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

I.v 
/ 

後

① 第一種低層住居専用地域

正改同リ正改

〆
②第一種中高層住居専用地域

③ 第二種中高層住居専用地域

① 第一種住居専用地域

②第二種住居専用地域

④ 第一種住居地域

居

系

⑤ 第二種住居地域

J ③ 住居地域

し
ν

む
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⑤ 近隣商業地域

⑦ 商業地域

⑮準工業地域

⑨工業地域
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明緩側側蜘綿織時繊鱒鞠悌欄鞍鰯髄綾織糊縛

日本代表

レスリングの浜守君
経団中町の浜守甚之助君(富山第一高

校 3年 )が、 4月22日から行われたイラ

ン国際ジュニアレスリング大会に出場し

ました。

昨年12月に行われた全国高校レスリン

グトーナメント大会 (西地区)の54kg級

で優勝し、今回の日本代表となりました。

イラン大会は国際ジュニアレスリング選

手権と並ぶ大きな大会て¥浜守君は「初

めての国際大会で緊張しています」と言

いながらも、 「夢はシドニーオリンピ ッ

ク」と車頁もしく言吾ってくれました。

a 

井原市で

友好コンサート
魚津市と友好親善都市の岡山県井原

市て'_， 3月30日、洗足学園魚津短大の

スプリングコンサートが行われました。

井原市と井原ライオンズクラブが主

催したもので、洗足学園からサクソフ

ォーンの池上政人助教授とピアノの近

藤美穂子講師が出演しました。

曲目はドビュ ッシーのラプソディー

など 8曲て¥会場の「アクティブライフ

井原メルヘンホーjレ」に来た約300人の

観客からは 、大きな拍手が起きていま

した。



すいせんフェステイバル
恒例とな った、西布施地区の「すい

せんフェスティノ<}レ」が聞かれました。

今年は、全国都市緑化フェアのサテ

ライト会場にもなり、オープンの 4月

21日には、西布施小学校の児童が、楽

しそうにお花畑11を散策していました。

寒い日が続いたため、開花が一週間ほ

ど返れましたが、鉢や切り花の即売が

人気を集めていました。又、肌寒いだ

けに“釧"のまわりには、人だかりが

できていました。

午後からは、地元の子供たちによる

「蛇田太鼓」も披露され、観客からさ

かんな拍手をあびていました。

a 

天神橋歩道橋完成
片貝川の天神橋に建設中

だった歩道橋が完成し 、 4月

17日、安内光一富 山県魚津土木

事務所長など県、市の関係者や天

神保育園の児童などが渡り初めをし

ました。

事ちの
地域の催しものなど、

企画広報室広報

天神橋は、東尾崎地区と西尾崎地区を

結んでいますが、|幅員が 6m と狭く 、歩行

者の危険性が指摘されていました。特に

吉島小学校の通学路にもなっているため、

歩道橋の建設が強く望まれていました。

工事 は、富 山県が約 2億 5千万円をか

け平成 4年度から行っていました。県と

・市では今後、交通安全のため、橋の前後

の道路にも歩道を建設する予定にしてい

ます。

埋没林博物館に

“魚津のみやげ"せいぞろい
4月12日から、埋没林博物館では、博

物館グッズや、魚津ならではのおみやげ.

の販売を開始しました。 i魚津のみやげ.

を買う所がなし、」との声は従来から聞か

れ、商工会議所や関係団体の協力を得て

実現したものです。

魚津の漆器や観光ちょうちん、そして

以前から好評の、間伐材を利用したコー

スタ _jや、テレホンカードなども干重委員を

ふ Jやして品ぞろえしました。

初日には、関西や中京の団体が訪れ、

さっそく、 「この文鎮がすてき J iしんき

ろうのノマネルもある 」 などと手に取りあ

っていました。
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お寄せください一…

「憩いの広場Jは、みなさんに登場してい

ただくページです。各コーナーに出ていた

ただける人やグループを募集しています。

企画広報室広報係 ft23-1015 

元
気
く
ん

宮
坂

備
磨
く
ん

(
大
海
寺
新
)

の
人こ

の
グ
ル
!
フ

木彫家

富山 省 三さ ん

(55歳 ・大海寺野)

ス
ワ
ス
ワ
ち
ゃ
ん

木
彫
刻
家
、
富
山
省
三
さ
ん

の
ア
ト
リ
エ
「
御
影
工
房
」
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
西
布
施
の

御
影
地
区
に
あ
る
空
き
家
を
改

築
し
た
も
の
で
す
。

御
影
地
区
に
は
富
山
さ
ん
の

ほ
か
に
、
同
じ
木
彫
の
吉
津
孝

さ
ん
(
富
山
市
)
や
洋
画
の
金
沢

孝
二
さ
ん
(
入
善
町
)
が
、
や
は

り
空
き
家
を
利
用
し
て
作
品
の

制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

富
山
さ
ん
の
自
宅
は
大
海
寺

野
に
あ
り
ま
す
が
「
手
狭
に
な

っ
た
の
と
、
静
か
な
環
境
を
求

め
て
」
仕
事
場
を
移
し
ま
し
た
。

古
J 11 

ち

あ

き

千
晶
ち
ゃ
ん

(
本
新
町
)

(
正
人
・正
恵
夫
妻
の
次
女
)

平
成

5
年

7
月

紅

白

生

ま

れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

や
さ
し
く
、
す
こ
や
か
に
育
っ

て
く
だ
さ
い

。

今
年
で
日
年
目
に
な
る
そ
う
で
す
。

「
以
前
か
ら
山
が
好
き
だ
っ
た
」

こ
と
も
原
因
で
し
た
。

普
段
は
朝
、
自
宅
か
ら
工
房
へ

行
き
、
翌
朝
自
宅
へ
帰
る
と
い
う

生
活
で
す
が
、
制
作
が
佳
境
に
入

る
と
泊
ま
り
込
み
が
続
き
ま
す
。

「
風
呂
の
な
い
の
が
」
ち
ょ
っ
と

困
る
と
か
。

富
山
さ
ん
は
、

M
歳
か
ら
お
歳

に
か
け
て

1
年
間
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

や
イ
ン
ド
な
ど
を
放
浪
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
人
聞
は
い
い
も
の
だ
。

人
は
平
等
な
ん
だ
」
と
実
感
し
、

そ
れ
が
制
作
の
原
点
に
な
っ
て
い

る
と
言
い
ま
す
。

お
歳
で
独
立
、

そ
し
て
結
婚
。
遅
い
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
そ
れ
か
ら
は
毎
年
の
よ

う
に
各
種
の
展
覧
会
に
作
品
を
出

品
し
、
個
展
も
全
国
で
開
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

最
近
は
、
木
を
造
作
す
る
と
い

う
よ
り
も
、
素
材
を
い
か
し
た
作

品
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「
木
は

a 

富山さんの作品 Mr.Happyの憂欝

人
聞
の
よ
う
に
お
も
し
ろ
い
。同

じ
ヒ
ノ
キ
で
も
様
々
な
表
情
が

あ
る
。た
ち
の
悪
い
木
が
思
い
が

け
な
い
変
化
を
見
せ
て
く
れ
る
」

仕
事
場
に
は
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
の

炎
が
紅
く
燃
え
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
れ
か
ら
、
入
善

町
の
小
学
校
に
常
設
す
る
作
品

の
制
作
が
待
っ
て
い
ま
す
。

日

畳
ほ
ど
の
広
さ
の
場
所
に
、
自

由
な
発
想
で
、
と
依
頼
さ
れ
て

「
意
欲
が
わ
き
ま
す
」
。

秋
に
は
、
旭
川
美
術
館
の
展

覧
会
へ
の
出
品
が
控
え
て
い
ま

す
。
神
戸
市
か
ら
も
話
が
き
て

い
ま
す
。
御
影
工
房
で
の
忙
し

く
充
実
し
た
日
々
が
続
き
ま
す
。



今月号より、 『青春いきいき』の

コーナーにかわって、 『まちか

と'伝言板』の登場です。

紹介されたら、テレないで友だ

ちの輪に参加してください。

お願いしま~す。

J

診
、
グ
翁

川

v
p

わ

‘

~ζ~， 
・ h・~- --"、
¥.ヲ匹 ι托りに}

守誌Jifどう)
浦本美和さんから 03・υ J

(4月号、 『青春いきいき』欄掲載)
バイク仲間の

林さんへ
山崎 定さんより

(46歳・中央通り )

境 里恵、さんより

(21歳・中央通り )

高瀬喜美子さんより

(40歳 ・1L、

魚津中央サッカー

スポーツ少年団

親の会で知り合っ

た高瀬さんへ

林 英明さんより

(40歳 ・諏訪町)
(6月号ヘ)

回

クリフォード・ジョンソンさん

(エンターティナー)

ラ..，見たまま

感じたまま

今
日

(
4
月
日
日
)
は
な
ん
て

寒
い
の
だ
ろ
う
。
東
京
や
姫
路
な

ど
、

い
ろ
ん
な
都
市
を
経
験
し
た

け
れ
ど
、
こ
こ
の
寒
さ
が
一
番
だ
。

今
頃
、
暑
く
て
風
が
吹
い
て
い
る

ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
は
大
違
い
だ
。
私

の
生
ま
れ
育
っ
た
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

は
、
雪
は
5
年
に

1
回
ぐ
ら
い
し

か
降
ら
な
い
。

だ
け
ど
雪
は
好
き
だ
。
昨
年
の

ロ
月
に
魚
津
へ
き
て
か
ら
、
ス
キ

ー
に
行
く
こ
と
も
で
き
た
。
と
て

も
楽
し
く
、
思
い
出
に
な
っ
た
。

日
本
の
田
舎
の
自
然
が
好
き
だ
。

魚
津
で
も
そ
う
だ
が
、
新
鮮
な
空

気
、
海
か
ら
の
き
わ
や
か
な
風
、

晴
れ
た
日
の
山
々

、
と
に
か
く
美

l
レい
。

魚
津
は
、
お
年
前
の
き
れ
い
で

小
さ
な
町
だ
っ
た
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を

思
い
出
さ
せ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
も

魚
津
の
よ
う
な
小
さ
な
町
は
あ
る

け
ど
、
こ
ん
な
に
静
か
で
は
な
い
。

た
だ
、
篤
い
た
の
は
、
若
者
が
遊

べ
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
。
私
は

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
富
山
に

き
た
し
、
夢
は
魚
津
で
音
楽
や
ボ

ー
カ
ル
の
学
校
を
開
く
こ
と
だ
。

食
べ
物
(
納
豆
、
タ
コ

、
刺
身
、

ご
は
ん

O
K
)
に
も
問
題
な
い
し
、

買
い
物
に
も
不
自
由
し
な
い
。
魚

津
駅
の
駅
員
さ
ん
も
ほ
か
の
人
達

も
親
切
に
し
て
く
れ
た
。
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。

日
本
の
生
活
を

も
っ
と
学
ん
で
み
た
い
。

5
月
に
は
名
古
屋
に
移
っ
て
い

る
け
ど
、
魚
津
の
こ
と
は
、

一
生

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
友
人
達
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
魚
津
に
き

て
、
シ
ョ
ー
や
道
で
会
っ
た
ら
「
ハ

ロ
l
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
ノ
」
と
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
れ
ヨ
。

命



問…

募

集

ヘ
レ
ン
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
タ
イ
ム

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

J
央
一訪
問
が
苦
手
、
で
も
外
国
人

と
話
し
て
み
た
い
人
H

の
た
め
の

英
会
話
教
室
で
す
。

・
開
講
日

5
月
日
日
(
月
)
、

初
日
(
月
)
、
幻
日
(
月
)
、

6
月
3
日
(
月
)
合
計
4
回

午
後
6
時
鈎
分
j

8
時

・
会
場

市
役
所
第
一
会
議
室

・
定
員

日
名
(
高
校
生
以
上
)

・
受
講
料

無
料

・
講
師

へ
レ
ン

・
ケ
ネ
デ
ィ

(
市
国
際
交
流
員
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流

・

女
性
係

包
お
|
1
0
1
7

工
業
統
計
調
査

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
募
集

V
募
集
作
品

未
発
表
の
も
の

で
工
業
統
計
調
査
を

P
R
す

る
も
の
。

V
応
募
期
限

6
月
初
日

V
表
彰

最
優
秀
賞
叩
万
円

優
秀
賞

3
万
円
ほ
か

V
応
募
・
問
合
せ
先

富
山
県
統
計
課
商
工
係

8
0
7
6
4
l
U
1
3
1
9
3
 

受
講
生
募
集

県
民
カ
レ
ッ
ジ

人
間
探
究
講
座

V
芸
術
・
文
化
コ

l
ス

・
長
期
コ
ー
ス
(
定
員

ω名
)

テ
ー
マ
「
く
ら
し
の
美
学
」

5
月
日
日

i
m月
日
日
(
8
回
)

.
ワ
ー
ク
コ

l
ス
(
定
員
初
名
)

テ
ー
マ
「
富
山
が
は
ぐ
く
ん

だ
近
・現
代
文
学
」

6
月
6
日
1
日
月
7
日
(
5
回
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

県
民
カ
レ

ッ
ジ
講
座
受
付
係

8
0
7
6
4
1
4
1
8
6
3
5
 

(
内
線
問
)

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

愛
都
募
集

と
や
ま
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
(
仮
想

V
応
募
方
法

は
が
き
に
次
の

事
項
を
記
入
の
う
え
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
は
が
き
1
枚

に
つ
き
1
点
と
し
、
自
作
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

①
愛
称
(
ふ
り
が
な
)
②
愛
称

の
説
明
③
住
所
④
氏
名
⑤
年

齢
⑥
性
別
⑦
職
業
③
連
絡
先

の
電
話
番
号

V
応
募
期
限

6
月
凶
日
(
金
)

V
表
彰

最
優
秀
賞

5
万
円

優
秀
賞

1
万
円

V
応
募
・
問
合
せ
先

一
T
m
lm
※
住
所
記
載
不
要

富
山
県
女
性
青
少
年
課

8
0
7
6
4
l
MH
1
9
6
1
7
 

震
振
除
外
申
請
は

5
月
却
日
ま
で
に

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
っ
て
、

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外

へ
の
用
途
の
変
更
(
除
外
申
請
)

を
行
い
、
県
の
認
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
申
請
時
の
添
付
書
類

に
つ
い
て
も
左
記
へ
間
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
農
業
水
産
課

振
興
係

企
お
1
1
0
3
2

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

小
口
事
業
資
金
の

融
資
期
間

4
年
以
内
か
ら
5
年
以
内
に
延
長

・
融
資
対
象

市
内
で
1
年
以

上
継
続
し
て
営
業
し
て
い
る
従

業
員
初
人
(
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

は
5
人
)
以
下
の
事
業
者
で
、
市

税
、
県
税
を
完
納
し
て
い
る
方

0

・
融
資
限
度
額

7
5
0
万
円

・
融
資
期
間

5
年
以
内

・
融
資
利
率

年
2
・
8
%

(
平
成
8
年

4
月
1
日
現
在
)

※
保
証
人
、
償
還
方
法
、
取
扱

金
融
機
関
な
ど
は
、
左
記
へ

お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

mu
n
-
-
0
2
5
 

不
用
ロ
∞
受
換

V
ゆ
ず
り
ま
す

・
ワ
ー
プ
ロ

・
オ
ル
ガ
ン

・
ス
テ
レ
オ

・
脱
水
機

・
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

V
も
と
め
ま
す

・
二
段
ベ

ッ
ト

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
総
務
課

包
お
ー

1
0
1
9

消
防
本
部
か
ら

お

知

ら

せ

V
危
険
物
取
扱
者
試
験

・
内
容
ガ
ソ
リ
ン

、
灯
油
等

の
取
扱
資
格
の
取
得

-
試
験
日

6
月
日
日
(
日
)

・
種

別

乙

種

第

4
類
・丙
種

・
場
所
魚
津
工
業
高
校

・
受
付

5
月
8
日
j

日
日

V
受
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会

・
講

習

日

丙

種

・:
5
月
日
日

乙

・
甲
種
・:
5
月
日

日

・
げ
日

・
場
所
魚
津
市
消
防
本
部

V
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

・
講

習

日

甲

種

・:
6
月
幻
日

お
日

魚
津
市
消
防
本
部

5
月
幻
日

1

-
場
所

・
受
付

6
月
げ
日

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部
予
防
課

g
M
I
o
-
-
9
 

自

消
防
ポ
ン
プ
更
新

魚
津
市
消
防
署
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
が
老
朽
化
の
た
め
、

よ
り
優
れ
た
装
備
の
自
動
車
に

更
新
さ
れ
ま
し
た
。
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青
い
鳥
郵
便
葉
書
の

無
料
配
布
に
つ
い
て

-
配
布
対
象
者

重
度
の
身
体
障
害
者

・
児

(
1
級
又
は

2
級
)
の
方

.
受
付
期
間

4
月
1
日
j

5
月
白
日

・
配
布
枚
数

羽
枚

・
申
込
方
法

お
近
く
の
郵
便
局
に
手
帳
を

提
示
し
て
下
さ
い
。

(
代
理

の
方
で
も
可
)

県
身
体
障
害
者

体
育
大
会
(
陸
上
競
技
)

と

き

5
月
ロ
日
(
日
)

午
前
9
時
初
分
j

(
雨
天
中
止
)

今月の納税

~5月31 固まで炉

富
山
県
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場

魚
津
市
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

選
手
が
出
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課

宮
お
|
1
0
0
5

-
と
こ
ろ

梨の大敵「赤星病」を媒介する

・貝塚イブキ)

・玉イブキ}類を植樹しないで/

・ビャクシン)
他の樹木への切り替えにご協力ください。

市農業水産課・下野方梨組合

ご寄付ありがとう
ございました く敬刷わ:.

38，568円

4，055円

100，000円

450，000円

5，000円

100，000円

4，549円

4，200円

30，000円

な
く
そ
う

水

の

事

故

こ
れ
か
ら
は
、
川
や
用
水
の

水
が
増
え
、
た
い
へ
ん
危
険
な

季
節
と
な
り
ま
す
。

川
や
用
水
に
近
づ
か
な
い
、

子
ど
も
だ
け
で
行
か
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

熊

に

注

意

こ
れ
か
ら
山
菜
と
り
の
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
ま
す
。
熊
に
は
十

分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

愛の募金箱経団福祉センタ一

清河高之 北山

越野福子本江

和泉 家上村木一丁目

大江 敏 雄 新 金 屋二丁目

愛の募金箱菜遊季魚津底

魚津保育園職員一同

舛田 和 雄 新 角 川一丁目

庖

へ

津

{付

色…

銀

側

町

立
思

一

W

差回

ニ

山
砂

ユ

とやまを知ろう

鳳取バス鵠自
富山県では、県政に

ついての理解や関心を

高めていただくため、

11月までに 188台の「県

政パス教室」を運行し

ます。

詳しい日程などにつ

いては、下記へお問合

せください。

砂申込み・問合せ先

魚津総合庁舎内

県民相談室

ft24-5311(内線250)

電話相談
・市政情報テレホン・サービス

宮 22-3600

・キャプテン ・サービス (テレビ画面

案内)市役所ロビー、水族館無料イ木憩所

・求人テレホン・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金 ・土 )ft24-8841

.税務テレホン・サービス (税務相談

室富山分室) ft0764 -31-9222 

.健康テレホン・サービス (県保険医

協会) ft0764 -42 -0003 

5 月のテーマ

(月) 気になる顔のシミ

(火) 子どもの顔のあざ

(水) 妊娠中の服薬

(木) 赤ちゃんの歯みがき

(金) 便で見る健康チェ ック

(土 ・日)突然死

血

新金屋二丁目

本町一丁目

新角川一丁目

三井自動車(附友の会天神町'新 3，000円

島 田 春夫青島 100，000円

匿名 1，800円

茶谷 弘新金屋一丁目 50，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

住吉保育園平成 7年度卒園児一同

2，155円

5，000円

50，000円

30，000円

100，000円

3，000円

1，000円

4，381円

40，000円

5，000円

100，000円

50，000円

1，094円

魚津第二保育園職員一同

有沢清澄火の宮町

盛 本定男村木町

側中松建蔵上村木二丁目

育児サロン母の会

三l崎芳 男三重県津市

匿名

金江順子

佑)魚、津鋲金

木下恵介

沢田正二

100，000円

10，000円

500，000円

127，430円

さんふれんど加積庖

砂社会福祉基金として

伊藤 寛吉島

匿名

江11昏博幸

魚津郵便局

北中

本江



本は、ともだち | 

図 書館|

惨5月の休館日 | 

話
題
の

冊

心
の
傷
を
癒
す

と
い
う
こ
と

あ
ん

か
つ
ま
さ

安

克

昌

著

阪
神

・
淡
路
大
震
災

に
よ
る
耐
え
き
れ
な
い

精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
。

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
に
苦
し
む
被
災

者
の
心
の
叫
び
、
自
ら

も
被
災
し
な
が
ら
取
り

組
み

つ
づ
け
た
精
神
科

令

医
の
感
動
の
心
の
カ
ル

令

テ

。

す
ば
ら
し
い
出
会
い
が

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

新
し
い
本
か
ら

@
一
般

神
々
の
指
紋
上

・
下

グ
ラ
ハ
ム

・
ハ
ン
コ

ッ
ク

幻
世
紀
へ
の
遺
言

糸
川
英
夫

手
話
レ

ッ
ス

ン

福

石
幸
紀

平
成
養
生
訓

小
泉
武
夫

ボ
ケ
る
人
、
ボ
ケ
な
い
人
、
こ
う

違

う

平

塚

秀

雄

患
者
よ
、
が
ん
と
闘
う
な近

藤

誠

こ
の
中
古
車
を
買
え
諸
町
克
祐

平
成
シ
ャ
カ
イ
科
見
学
新
津
隆
夫

し
ろ
う
と
骨
董
堀
出
事
典末

続

-v文
芸
・
小
説

わ
れ
天
の
子
た
ら
ん
狩
野
あ
ざ
み

新
築
物
語

清
水
義
範

ふ

た

り

の

恋

人

赤

川
次
郎

変
わ
る
カ
イ
シ
ャ
の
中
若
男
女

美

川

純

母

の

発

達

笠

野

頼

子

い
ろ
い
ろ
の
哀
し
み
白
石
公
子

お
ん

な

の

家

橋

田

蕎
賀
子

符易総

Q
以日
h
h

パ
k
u
u

7
日
(
火
)

映
画

く
ま
の

コ
ー
ル
テ
ン

U
日
(
火
)

工
作

は
が
き
入
れ
を
作
ろ
う

幻
日
(火
)

映
画

す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み

お
日
(火
)

工
作

か
げ
え
で
あ
そ
ほ
う

午
後
4
時
か
ら

幼
児
j
小
学
生

-
シ
」
会
A
』

・
対
象

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊、

2
週
間
(
∞
は

1
週
間
)
ま
で
で
す
。

図
書
舗
詩
画

実

朗

読

録

音

研

修

会

凶

日

(
火
)

古
文
書
解

読

会

凶

日

(
火
)

川
柳
教
室

日
日
(水
)

時
事
英
語
を
読
む
会
口
日
(金
)

源
氏
物
語
を
読
む
会
お
日
(
日
)

戸
島
家
文
書
研
究
会
幻
日
(月
)

草
が
な
で
読
む
読
書
会

お
日
(
火
)

※

「
朗
読
録
音
研
修
会
」
と
「
源

氏
物
語
を
読
む
会
L

は
午
前
日

時
か
ら
。
そ
の
ほ
か
は
、
午
後

1
時

ω分
か
ら

。

。
。

休
館
の
お
し
ら
せ

6
月
1
日
(
土)
か
ら
6
月
ロ
日
(水
)

ま
で
、
本
の
整
理
の
た
め
休
館
し

ま
す
。

6
月
日
日
(
木
)か
ら
開
館
し
ま
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

休
館
日

こ
"は
と
児
童
セ
ン
タ
ー

ア
日

(
5日
は
開
館
)
月
曜
日
・
祝
日

か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー

8
nー

1
7
7
7

0

フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
作
り

5
日(祝
)午
後
2
時
j

無
料

親
子
で
思
い
出
の
写
真
を
持

っ
て
き
て
ね
。

0
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

菓
子
皿
作
り

8
日(水
)1
1
日
(土
)
3
時
j

材
料
費
印
円O

は
て
な
?
教
室

日
日
(土
)2
時
j

H

綿
あ
め
。
を

作
ろ
、
っ
。

m
u
m
-
2
4
0
2
 

0
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

1
日(水
)j

ロ
日
(
日)

ユ
ニ

ー
ク
な
形
の
マ
グ
タ

ッ

チ
を
作
っ
て
お
母
さ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
ょ
う
。
材
料
費

削
円
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

0
手
。
つ
く
り
お
や
つ
(
よ
も
ぎ

だ
ん
ご
作
り
)

お
日
(土)

こ
ば
と
母
親

ク
ラ
ブ
の
お
母
さ
ん
と
手

づ
く
り
の
味
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
?

友
だ
ち
を
誘
っ
て
ね
。

E 璽翠E国

5月は12日(日)02コースに別れ

て、角川源流をさかのぼります。

Aコース:大町公民館(8時50分

集合)から約13キロ。 Bコース :電

鉄魚津駅(9時30分集合)からパ

スで上湯上下車、古鹿熊まで約

8九歩きます。

6月は2日(日)0 J R魚津駅 7

時20分集合。 JR石動駅下車。

護国八幡宮-旧北陸道、倶利伽

羅古戦場へ約13キロ歩きます。

両月とも昼食持参。交通費は

自己負担。

問合せ 魚津歩こう会

(ft24-1470三輪)

a 



催物のご案内
ft23-1123 (火曜日休館)

市民無料相談(FZ)
砂市民相談 月~金曜日 9時-17時

砂行政相談 第l・第3木曜日 13時-16時

砂法律相談(予約制)第4火曜日 13時-16時

いずれも市役所市民相談室 ft23-1015

食会会

砂人権相談 第2金曜日 13時-16時

サンプラザ3階スタジオ広場

問合せ先富山地方法務局魚津支局ft22-0461

砂教育相談 )-1-金曜日 9時-16時

第1・第3土曜日 9時-12時

魚津市教育センタ- ft23-1717 

砂母子・家庭・児童相談 月~金曜I:J 9時一16時

市役所社会福祉課 宮 23-1006

食会 食

砂就業相談 火・水・金曜日 9時-16時

市役所商L観光課 ft23-1025 

砂高年齢者職業相談 月~金曜1:1 9時-171侍

市役所高年齢者職業相談室 n22-2200内線164

砂パート雇用相談 月~金曜日 911寺-17時

ノfート雇用センター(サンプラザ11暗)ft22-8152 

砂住宅相談 第2水曜日 10時一16時

市役所第 4会議室

問合せ先魚津地域住宅相談所 ft22-5078 

惨暴力団に関する相談 第4金曜日 13時-16時

市役所第 3会議室

市役所市民生活諜 ft23-1004 

新川文化ホール
ft23-1123 

S 5，500円

A 4，500円

催物

魚津市生涯学習発表大会
(作闘は 11剛山|日: 00~1 無
12日まで展示ホールで/

加藤登紀子コンサード961，ハ・ハハ~

-LOVE AGEに捧ぐ-1一…
映画「必殺J

特別試写会

e 
12日
(日)

四
…閃一

旧
…由

富山テレビ放送
ft0764-92-7105 

主主理券15 : 00~ 

5月のメニュー
入場無料

11日:ソシアルダンスの魅力

18日:ピアノコンサート

25日:事・尺八ジョイントコンサート

ミューじ勺勺弓レ手
地域の音楽家が出演する

ミニコンサートです

毎週土曜日・正午~

i国民支化祭とやま96
9月28日②→10月7日⑧

.A蜘a怪d験強h
問合せ先

置圃配
⑨オーケストラフェスティパル

開催月日 :10月6日目)
会 場:新川文化ホール

⑨富山国際演劇祭
開催月日 :9月30日目)
会 場:新川文化ホール

⑨国際こと、も演劇祭
開催月日 :10月4日樹
会 場:新川文化ホール

F守司

[魚津水族館)

ほたるいか

ウオッチング

5月19日(日)

午前10時'"'-'11時30分

目と舌で知ろう

“ホタルイカ"のすべて

(発光の神秘と

はたるいか料理)

*集合水族館正面入口

*募集 20名(申込)IJ真)

*申込み ・問合せ先

魚津水族館

ft24-4100 

協力 :魚津漁協婦人部

6/3まで…展
一

⑧
⑩
⑧
⑧
⑧
…問
…

一刀
…

…ィ
…

に

ν
v

…タ
…

…-
A

…
 

同
悶
細
切
伯
同
議
富

[埋没林博物館|

月~金H程日

富山自動車保険請求相談センター

富山市フコク生命第2ビjレ6階 n0764-32-2294

月~金眼目 9 n寺30分-16時40分

。弁護士相談 第2・4木曜日 13時-16時

県民相談室(総合庁舎内)ft24-5311内線250

第3水曜日 10時-15時

ft22-1747 

9時-1711寺

砂交通事故の相談

魚津市支通センター

川と海の植物と

野鳥観察会
(経団浜~片員川下流)

5月25日(土) 雨天中止

午前10時'"'-'12時

砂健康・介護相談

水曜日 9時-11時健康センター

砂福祉・介護相談 常時 (24時間)

在宅介護支援センタ- ft24-8484 

砂心の相談 月~金曜日 9時-16時

砂エイズ相談 片~金曜日 9時-16時

検査日 ・火H窪田 13時-15時

いずれも 魚津保健所 ft24-0359

初夏の海岸から川原を歩

き、いろいろな鳥や草花を

観察します。

*集合埋没林博物館入口

*行先片貝川河口

*対象 5年生以上 ・一般

*申込み ・問合せ先

魚津埋没林博物館

ft22-1049 

自

魚津市社会福祉協議会の

総合相談センター(百楽荘内)

月~金曜日 9時'"'-'16時 fi23-0899

=憲法週間無料法律相談二

5月2日(ボ 10時'"'-'16時
サンプラザ3階スタジオ広場



.. 且ー‘li

.三に健康ですか???
(一年に一度は健診をす

結核・肺がん検診、基本健康診査がはじまります。

基本健康診査がさらに充実
糖尿病の早期発見のために

近年、糖尿病が増加傾向にあります。

そのため、今年度から糖尿病の早期発見・

早期治療のため、検査内容を次のとおり充実

しました。

①必須検査(全員実施)に血糖検査を追加。

②選択検査(医師の指示で行う検査)のうち、

今までの糖負荷試験の変わりに、 HbA1c

(グリコヘモグロビン )検査を行います。

※血糖の状態を表します。

包置置蓮霊・
「病院などでの検診寸怪?電話予約・受診券

内 廿~ 場所・申込み先 実施期間 料 金

黒部保健所 毎週
800円※(注 I) 

胃かん ft52-1224 水 曜 日

4月 ~11 月 2，000円 70 

子宮かん
市内の指定

4 月 ~3 月 1，100円 歳以上 無
病防・医院

大腸かん
4 月 ~11 月 1，000円 は来十

健康センター 4 月 ~3 月 700円※(注 I) 

※(注 I) 平成 8年度中に 、40歳 ・50歳 ・60歳に

なられる方、及び70歳以上の方は無料。

受診票をご持参ください

実施日 受付時間 ，6、
Z三

日

-m
'噌
J

21日 13:15~13:45 里 沢 ノ，ι;ー1へ、 民館

(火) 14:30~ 15:00 長引野公民館

24日 9:30~ 11 :00 蛇 田 ~ι;ー1、、 民館

(金) 13: 15~ 15 :00 西布施公民 館

31日 9 :30~ 10:30 J Aうおづ松倉支所

後) 13: 15~ 15 :00 坪 野小学校

対象者

40歳以上(結核検診は18歳以上)で職場健診のない方。

※個別に受診票を出 しています 対象もれの方、職場を

退職された方は、健康センターまでご連絡ください。

「集団かん検診っ 底?受診券・健康手帳

内 ，廿.，..". 料 金 受付時間 実施日 ・会場

胃かん 800円 8 :30~ 9:30 1 自体)・・・

日カ厚生会館

大腸がん 700円
8 : 30~ 9:30 8自体)・・・
13:00~ 14 :00 大町公民館

20日(月)・・.
子宮がん 800円 13:00~ 14:00 

健康センター

30日(木)・・・
乳かん 1，200円 13:00~14:00 天神公民館

※料金について 左記 (注 I)の方、及び、 子宮がん ・

手しがんについては、 30!授の方も無料。

線⑧⑧⑨@@⑨縁
受講料無料:ふるってお申し込みください

ヘルス
ボ弓ふティア

教室

6月-9年1月の
薬と健康食品 薬用植物指導センタ一見学:

i木曜日の午後(10回程度)

食品調理の衛生 食器類のよごれ検査 :内容 血圧測定技術取得

水 の衛生 自家飲料水検査 : 介護 ・車いす体験

食品衛生教室
実施日

6/19 

7 /17 

8/21 

9/18 

主な内容テーマ

食中毒の予防 台所の衛生など

障害者とのふれあ
10/23 食品 の選び方 食品添加物、日付表示:

ペットを媒介する
11/20 寄生虫病 寄生虫卵の検査 ;申込期限 5月17日後)

実施日はすべて水曜日、時間は9:30-11:30(一部9:00-) :申込み・問合せ先

o申込期限 5 月 31 日 後~ 魚津保健所{尉建予防課

o申込み・問合せ 魚津保健所衛生課 ft24-0357: ft24-0359 

いなど

a 

。 。

ナイチンゲールの誕生日

5月12日(日)の

冒霞@固E
次のイベントを行います。

場所サンプラザ 3階

時間 10 : OO~ 15 :00 

内容 健康 ・栄養相談

血糖・血圧iWJ定

肥満度測定など

主催 富山労災病院看護部

ft22-1280 



+休日当番医

日 一 般 医

3告白日 魚津緑ヶE病院
(大光寺・ 22-1567)

4住日) 羽 田 医院 l

(新金屋 ・22-0642)

5(日日) 
早 川 医院
(緑 町 ・22-4578)

6伺日) 
平井整形外科 | 
(末広町 ・22-0888)

1(2日日) 米 沢 医院
(新金屋 ・24-7777)

1(9日日) ピーチクリニック
(本江 .22-7500)

2(6日日) 新 川 病院
(大光寺 ・24-3800)

6/(日2日) 桝崎クリニック
(北鬼江・ 22-8800)

日 i陸kl. 手i↓ 医

3働日 小熊歯科医院
(村木町・ 24-6567)

4出日 広瀬歯科医院
(上村木・ 22-0103)

5(日日) 
森本歯科医院
(本町 ・22-8400)

6目日) 山口歯科医院
(上村木 ・22-1255)

1(2日日) 吉川歯科医 院
(本江 ・22-7530)

1(9日日) 米国歯科医 院
(本江 ・23-0600)

2(6日日) 米山歯科医院
(新宿 ・24-7811)

6/(日2日) 河内歯科医院
(下村木町・23-1733)

新川地区

休日夜間急患医療センター

(黒部市消防署向側宮54・0731)

診療時間午後ア時-11時
診療時間 内科・小児科・外科

問い合わせ先

魚津市健康センター H24国 3999

~S'"_ÆgヨfIa ぽ 母子手帳

内 ~仕..，.. 対 象 実施日 受付時間 ぷヱ〉ミ、 場

マターアイ(8セコミーナスー) 妊婦とその家族 24日働 9 : 00~ 9:30 健康センター

股関節脱臼検診 満 3か月児 2日同
1 3 : 00~ 13:30 魚津保健所

4か月児健診 4か月児 9目。fc) 1 3 : 00~ 13:30 

8か月児健診 8か月児 15日~J<) 1 3 : 00~ 13:30 

17日住j

健康センター
離乳食指導 8か月児 1 2 : 50~ 13:00 

1 ;歳6か月児健診 1歳 6か月児 28日(y<) 1 3 : 00~ 13:30 

3歳 児 健 診 3歳 6か月児 E日制 13 : OO~ 14:00 魚津保健所

14日(y<) 9 : 00~ 9:30 西布施保育園

未就園児と 16目。fc) 9 : 00~ 9:30 道 下保 育園
育児サロン

その家族 17日⑥ 9 : 30~ 10:00 健康センター

22日~J<) 9 : 00~ 9:30 松倉保育園

青島すくすくサロン 同 上 21 E3ω 9 : 45~ 10:00 青島3区公民館

はじめました

乳幼児子育て相談室
子育ての悩み事 場所:道下保育園 ft23-9179
お気軽にご相談ください 日時:月~金曜日 (9:00-12:00)

c.置理EB 伊 予診票と母子手帳

対象疾病 対象年齢 実施日 該 当 地 区

8日制 大町、下中島、上中島、松倉

10日働 本江、上野方

一 種混 合 生後 14日関 経回 、天神
( 1回目) 6 か月 ~66か月

16日側 加積、片貝、西布施

21日閃 道下、村木

日本 脳炎 生後36か月-60か月 24日働 本江、松倉

ツベルクリン
生後 15日制 *8か月児健診時に行います反応検査

BCG接種 8 か月 ~48か月 17日働 *あわせて離乳食指導を行います

(注)以上の予防接種は、すべて健康センターで行います二受付'時間は、13:30~ 14 :00で七

麻しん(はしか)|生後 |所定の医療機関で受けてください。

風しん(三日ばしか) 1 12か月 ~36か月 |風しんは 、麻しん接種のあとにうけてください。

実 施 日 | 受付時間 i会場 :健康センタ-

E6日附・23日側 I9 : 30~ 11 :30| 電話でお申し込み

30日附 I 13: 30 ~ 15 : 30 I ください。

a 



魚津名所の数ある中に ヤ ッサァホーエンヤ

五月日和に来て見ゃしゃんせ 夢の浮僑霊気楼

ヤ ッサァホーイテンマ

かつて盛んに l唄われた蟹気楼節である 。 5月の

初めには、この唄にのって 、曇気楼踊りの街流し

が行われた。

写真は昭和38年のものである 。当時の新聞には、

60町内から約2，000人が参加し、万余の観客を楽し

ませたとある 。

シυース⑭

昨年、蛋気楼節の愛好会ができた。今年の戦国

のろし祭りていは、その情緒ある唄と踊りが披露さ

れる 。
霊気楼踊0

皐月 (5月)1自体) メーデー (9 :00~新金屋公園)/八十八夜
3日働 新川牧場フアーム ・ フェア(10 :00 ~ 、 5 日まで) /憲法記念日

5日(日) こどもの日

11日(土j テニスフェスティ バル(13 :00~桃山運動公園テニスコート、 12 日まで)

12日(日) 魚津の朝市 (8 :00~ 魚津港魚市場)

15日(水)朝間野球開幕(5:10~桃山野球場)

16日(木)市小学校体育大会(5・6年生J(8 : 30~桃山陸上競技場)

19日(日) 家庭の日

25日(土〕 戦国のろし祭り前夜祭(16:OO~サンプラザ駐車場)

26日(日) 戦国のろし祭リ (9 :00~松倉城跡ほか)

| 市の人口(平成8年伺3月末日現在) 男ui羽6倒4州一109ω)女25.260人(一→引引9幻叩7η)計~白似似人(一→叩印m削maÐ14拙帯献(一→4哨6郎附6ω，.前月附叩対蹴比.

「憩いの広場」の内容と、紙面の構成を一部変更しました。ひとりでも多くの市民とふれあい、身近に感じられる広報をめざし

ています。「そうだ、京都へ行こう」という CMがありますが、「そうだ、広報を読もう」ということになれば嬉しいのですが・・・

a 


